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「 
小 こ 
泉 
」は
成
羽
町
に
あ
る
大
字
地

い
ず
み

名
の
一
つ
で
、南
側
は
吉
備
高
原
が
成

羽
川
へ
急
傾
斜
と
な
っ
て 
志  
藤  
用  
瀬 
へ

し 

と
う 
よ
う 

ぜ

と
落
ち
込
ん
で「
用
瀬
の
滝
」な
ど
も

見
ら
れ
る
石
灰
岩
の
断
崖
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

海
抜
五
〇
〇
�
前
後
の
高
原
に
あ

る「
小
泉
」は
起
伏
の
激
し
い「
の
ろ
地

形
」を
し
て
い
て
、窪
に
な
っ
た
場
所
に

水
田
が
階
段
状
に
見
ら
れ
、民
家
が

点
在
し
て
い
ま
す
。東
、銅
山
、 近  
屋 
、

ち
か 

や

 
梶  
屋 
、 栃  
木 
な
ど
の
集
落
が
あ
り
、い

か
じ 

や 

と
ち 

ぎ

ず
れ
も
古
く
か
ら
小
泉
銅
山
を
中
心

に
発
達
し
た
地
域
だ
と
い
う
こ
と
が

地
名
か
ら
分
か
る
の
で
す
。

　

栃
木
付
近
は
成
羽
台
と
呼
ば
れ
る

石
灰
岩
地
帯
で
、ド
リ
ー
ネ
の
吸
い
込

み
穴
と
思
わ
れ
る
窪
も
あ
っ
て
、水
が

成
羽
川
壁
面
の
鍾
乳
洞
へ
と
流
れ
出

て
い
る
カ
ル
ス
ト
地
形
の
場
所
で
、付

近
を
走
る
市
道
の
壁
面
に
溝
状
に
溶

食
さ
れ
た（
カ
レ
ン
状
）石
灰
岩
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
は
羽
根
村
の
枝
村
だ

っ
た
ら
し
く
、慶
長
年
間（
一
五
九
六

〜
一
六
一
五
）〜
寛
永
年
間（
一
六
二

四
〜
一
六
四
四
）に
書
写
さ
れ
た
と

い
う「
備
中
国
成
羽
八
幡
旧
記
」（「
渡

辺
家
文
書
」＝「
岡
山
県
古
文
書
集
」）

に「
其
後
羽
根
村
ノ
内
小
泉
村
へ
当
天

神
宮
ノ
御
幣
ヲ
分
テ
崇
イ
定
メ
ケ

リ
」の
記
録
が
見
え
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
な
っ
て
慶
長
五
年（
一
六
〇

〇
）幕
府
領
、そ
の
後
松
山
藩
領（
池

田
・
水
谷
時
代
）、そ
し
て
再
び
幕
府

領（
天
領
）と
な
っ
て
幕
末
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。江
戸
時
代
の
三
分
の
二
の

期
間
が
天
領
の
時
代
で
途
中
備
後
の

上
下
代
官
所
の
支
配
も
受
け
て
い
ま

す（「
成
羽
町
史
」）。

　

小
泉
鉱
山
は
言
い
伝
え
に
よ
る
と

大
同
三
年（
八
〇
八
）に
開
坑
し
た
と

言
わ
れ
、初
期
の
頃
は 
鉛 
や
銀
を
産

な
ま
り

出
し
て
い
た
が
、後
に
な
っ
て 
銅  
鉛 
山

ど
う 
え
ん

と
し
て
稼
業
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。近
世
の
頃
の
銅
鉛
山
と
し
て
の
小

泉
銅
山
の
歴
史
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
成
羽
町
史
」に
よ
る
と
、元

禄
九
年（
一
六
九
六
）江
戸
の
町
人
泉

屋
七
右
衛
門
が
名
義
人
と
な
っ
て
、大

坂
の
泉
屋
吉
左
衛
門
を 
請  
負 
人
に
立

う
け 
お
い

て
て
、代
官
の
平
岡
吉
左
衛
門
に
銅
山

の
稼
業
願
い
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、吹
屋
村
の
大
塚
理
衛
門

や
地
元
の 
甚 
右
衛
門
・
中
野
村
の
広

じ
ん

兼
元
治
な
ど
が
請
負
っ
て
稼
業
し
て

い
ま
す
が
、い
ず
れ
も
長
く
続
い
て
い

ま
せ
ん
。幕
末
に
は
地
元
の
庄
屋
逸

見
松
之
助
も
稼
業
し
て
い
ま
す
。明

治
三
年
に
な
っ
て
住
友
が
、そ
の
後
明

治
二
一
年
頃
、三
菱
が
買
い
取
っ
て
稼

業
し
ま
し
た
。明
治
二
〇
年
頃
が
全

盛
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。「
成
羽
町
史
」

の
明
治
三
年
の「
銅
山
絵
図
」に
よ
る

と
銅
山
に
長
屋
な
ど
多
く
の
建
物
が

描
か
れ
、多
く
の
鉱
夫
や 
銅  
山  
師 
が

や 

ま 

し

働
い
て
い
て
当
時
の
繁
栄
が
想
像
で

き
る
の
で
す
。現
在
、銅
山
の
跡
に
は

山
神
社
が
祭
ら
れ（
社
は
な
く
な
っ
て

い
る
が
）石
鳥
居
だ
け
が
淋
し
く
残

り
、「
願
主
摂
州
大
坂
小
西
吉
兵
衛
、

同
多
田
銀
山
橋
本
喜
兵
衛
」と
刻
ま

れ
、大
阪
商
人
の
銅
山
経
営
の
な
ご
り

が
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

梶
屋
地
区（
鉱
山
の
鍛
冶
屋
集
落
）

に
は
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。安
政
七

年（
一
八
六
〇
）の
狛
犬
、安
政
六
年

建
立
の
石
鳥
居
が
あ
っ
て
、銅
山
庄
屋

な
ど
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
し
て
、近
屋（
銅
山
に
近
い
集

落
）地
区
に
は
成
羽
河
岸
へ
通
じ
る
人

馬
の
道
の
跡
が
山
の
尾
根
伝
い
に
残

り
、鉱
山
跡
付
近
に
は
曹
洞
宗
観
音

寺
や
逸
見
庄
屋
の
屋
敷
跡
が
残
っ
て

昔
の
な
ご
り
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

「
小
泉
」と
い
う
地
名
の
由
来
に
は

諸
説
も
あ
り
ま
す
が
、「
コ
ヰ
ズ
ミ
」の

「
コ
」は
接
頭
語
で「
ヰ
」は「
水
の
あ
る

と
こ
ろ
」を
意
味
す
る
地
名
な
の
で

す
。ま
た
、「
イ
ズ
ミ
」は「 
出
水 
」で 
湧 

い
ず
み 

ゆ
う

 
泉 
地
の
意
味
と 
瑞 

せ
ん 

ず
い 

祥 
地
名（
め
で
た

し
ょ
う

い
こ
と
の
き
ざ
し
）の
意
味
が
あ
る
の

で
す
。高
原
に
あ
り
な
が
ら
水
田
も

多
く
、水
に
恵
ま
れ
た
地
域
を
示
す

自
然
地
名
な
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

四
十
六　
　

小　

泉

「東」から「銅山」方面を望む
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

��２９１２開館時間

　目にしたものなら何でも、た
ちどころに絵に描くことができ
る定火消同心の安藤重右衛門
こと歌川広重。頻発する付け
火騒動の解決に、仲間とともに
繰り出すが…。若き日の広重
を描く書き下ろし長編。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前９日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１８日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

１９日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２６日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
３０日�

一般書

泣き菩薩
田牧大和：著
講談社

9日（火），30日（火）

　コップや曲がったスプー
ン、つながる網、踊る箸…。
シンガーソング絵本ライタ
ー・中川ひろたかによる９つ
のことばと手品が楽しめる
絵本。手品のやり方も紹介。

児童書

ことばのくにの
　マジックショー
中川ひろたか：ことば、大庭明子：絵
アリス館

9：00～ 17：00

きりがみあそび「パクパクパック」６日�
ビデオ「ジャックと豆の木」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１３日�

おりがみあそび「赤とんぼ」２０日�
えほんのよみきかせ
「よくばりおおかみ」

２７日�

開館時間 9：00～ 17：00

児童書

おたまじゃくしのチャム
竹中マユミ：文・絵
偕成社

　うまれたばかりのおたまじ

ゃくしのチャムは、自分が大き

くなったら何になるのか、気に

なって仕方がありません。後ろ

足が生え、前足が生え、体が変

わっていくたびにチャムの想

像はふくらむのですが…。

毎週月曜日

�� 月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
１日�，８日�，１５日�，１６日�，２１日�，
２３日�，２９日�


